
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
  

 

日頃よりみなさまがたに温かいご支援・ご協力をいただき

心より感謝申し上げます。北海道議会議員になってそろそ

ろ 1 年が経とうとしています。思えば議員を志したのは 1 年

とすこし前。それまでは今のような人生像を全く想像してい

ませんでした。 

 

小さいころ、私の中での議員の

イメージは学校の入学式や卒業

式の時に演壇で挨拶する『なんだ

か偉い知らないおじさん』でした。そんな私は人前に出ることが得意ではなく、すぐに

あがってしまうタイプでした。スピーチをすることなんて大の苦手。当時を思い出しなが

ら、議員になったらあんなふうにキチンとした身なりで背筋伸ばして威風堂々と雄弁か

つ力強く優しくしゃべれるようにならなきゃ、と思っていました。しかし、原稿作って何度

も練習しても喋れば 60 点な出来。議員のイメージには程遠い・・・。そんなとき、ある方から何気なくこんなことを

言われました。 

「みんなを代弁するんだからみんなと同じ、なんも特別じゃなくっていいっ

しょ。」 

その言葉はわたしの中にストンと落ちてきました。何も気負うことなくごくふ

つうの「一道民」でいいよね、その方が自分らしいや、と思いました。私はみ

なさまにとって身近な議員でいたいと思っています。地域の行事や近所のス

ーパーでの買い物中など、見かけたら気軽にお声がけいただければと思い

ます。そのときは「先生」というよりは「渕上さん」、あるいは一度でも会った方

なら「綾ちゃん」と呼んでいただけると嬉しいです。 

 

※ わかりやすく伝えることを大事にしたいので、説明などがとてもざっくりな表現になっていることをご容赦願います。 
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議会の中で人権施策推進基本方針の見直しやパートナーシップ制度について

質問をしました。 

議会以外では、性的少数者や Ally（アライ/支援者）などによるパレード等のイベ

ント『サッポロレインボープライド』、LGBT のライン相談窓口『にじいろ talk-talk』の

イベントなどにも参加し、LGBT に関

する活動を応援したほか、事務所に

おいて当事者が気軽に情報交換や

相談ができる『LGBTQ フレンドリー

座談会』を開催しました。 

 

 

道内での GID クリニックは札幌医科大学のみで、受診希望者は年々増加しているにもかか

わらず受診できる人はごくわずかです。このため、札幌医科大学での GID クリニック拡大と道

立病院で受診できるようにすることを求めて議会で何度も質問しました。しかし、GID 学会認定

医になることを希望する医師が少ないことから取り組みが遅々として進まないのが現状です。

身をもって当事者の苦しみを経験してきた私としても心をいためているところです。 

GID クリニックとは性同一性障害の治療のための専門外来で、日本では 6 ヶ所、北海道では札幌医科

大学の1 ヶ所のみです。大きく分けて精神療法・ホルモン療法・外科的療法の 3 段階があります。精神療

法では精神的なサポート、診断の確定をします（診断書が出る）。ホルモン 

療法ではエストロゲン（女性ホルモン）やテストステロン（男性ホルモン）を投与 

することで顔や体つきに変化が起きます。外科的療法では性別適合手術を行 

います。日本では GID 学会認定医はわずか 27 名しかいません。 

性的少数者のこと。レズビアン（女性の同性愛者：Lesbian）、ゲイ（男性の同性愛者：Gay）、バイセクシ

ャル（両性愛者：Bisexual）、トランスジェンダー（生まれた時の性と心の性が一致しない人：Transgender）

の頭文字をとって LGBT といいます。性的少数者の中にはクエスチョニング（性別がわからない人）、エイ

セクシャル（無性愛者）、X ジェンダー（男性でも女性でもない、どちらでもある、日や状況によって変わる

人）など多くの性が存在し、LGBTs、LGBTQ、LGBT+などと表記されることもあります。性的少数者に該当

する人は約 10％（LGBT 総合研究所 2019）と言われています。 



 

 

 

 

 

消費者庁では、ゲノム編集食品をそうでない食品と区別すること

が困難なので表示を義務付けないとし、道もそれに準ずるとのこと

です。しかし、消費者として不安はあります。また、区別する方法が

確立されるのは時間の問題だと思います。そこで、そもそも道は表

示したいのかしたくないのかという質問をしました。その結果、表示

したいという態度が示されました。 

 

 

IR について、道が発行する啓発冊子が誘致したい意見に

偏っているのではないか？道民の意向を把握できていないの

に誘致の判断をするのか？など何度も質問をしてきました。 

第 4 回定例会の中で知事は、政府への申請期間（2021 年

1～7 月）までに環境への適切な配慮を行うのは不可能との理

由で、今回は見送ることとしました。 

 

 

 
現地調査や意見交換のために委員会や会派内で視察に行くことが年に数回あります。 

 

① 大樹町 

北海道では大樹町にて民間でのロケット開発が行われています。ロ

ケットの射場などを視察し、意見交換をしてきました。 

② 鹿児島・福岡・佐賀 

JAXA をはじめ九州経済連合会、九州工業大学宇宙環境技術ラボラ

トリー、佐賀県青少年科学館にて視察・意見交換をしてきました。 

宇宙開発の最先端と今後の展望について理解を深める貴重な機会となりました。 

 

 

辺野古基地のゲート前に警備員の方が横一列に並び、その前に埋め

立てに反対する方が座り込みをしていました。ミキサー車が到着すると反

対する人が機動隊に排除されていきました。実際に目にするとあまりにも

衝撃的でした。  

カジノを含むホテル、ショッピングモー

ル、劇場、国際会議場などが集まった

統合型リゾート施設のこと。経済効果が

見込まれる反面、環境への影響以外に

治安の悪化、ギャンブル依存症対策な

ど様々な問題が懸念されています。 

ゲノム編集とは「ゲノム(遺伝情

報)の特定の部位を改変する」こと

です。この技術を応用した食品は

まだ市場には出回っていません。 



 

 

 

 
平日毎朝 8～9 時の間、朝の報告会を行ってい

ます。日頃の活動や議会の報告をお話していま

す。みなさまと交流を深めるきっかけとなればと思

っています。見かけたらどうぞお声かけください。 

 

 

 

LGBT とは何？という話から当事者の抱える課題に

ついての話や、これまで道議会で取り組んできたことな

どわたしの経験を踏まえた各種講演をさせて頂いており

ます。昨年中は道内各地で 20 件余りの講演をさせてい

ただきました。たくさんのご依頼とご参加をいただき、心

より感謝を申し上げます。 

 

また、学校などの活動の一つとして事務所や議会で実

際に会って話をしたい、取材をしたいという依頼も多数お

寄せいただきました。今後も生徒・教職員・保護者のみなさ

まの活動を応援していきたいと思います。 

講演や学習会などのご依頼・ご相談などは下記連絡先ま

でお問い合わせください。 
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TEL: 011-733-6007 FAX: 011-733-6008 

ふちがみ綾子公式ウェブサイト 

http://fuchigamiayako.jp/ 
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